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ま えがき  

  

本報告書は宇佐・ 高田・ 国東広域事務組合の御委託によ り 、 九州特殊土木株式会社が実施

し た｢令和 3 年度 国東サテラ イ ト センタ ー地質調査業務委託｣の結果をと り ま と めたも ので

あり ま す。  

調査は、 中継施設の整備事業に伴い設計・ 施工に必要な基礎資料を得る こ と を目的と し て

いま す。  

 こ の程、 調査結果がま と ま り ま し たので御報告致し ま す。  

 尚、 調査に際し 御指導・ 御配慮を賜った各関係の方々へ感謝の意を表し ま す。  

 

令和 4 年 3 月 

                           九州特殊土木株式会社 
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第１ 章 調 査 概 要 

1.  調 査 名     令和 3 年度 国東サテラ イ ト センタ ー地質調査業務委託 

 

2.  調 査 場 所   国東市国東町東堅来 

 

3.  調 査 目 的   本調査は、 中継地整備事業に伴い予定地の地盤状況を把握する こ と を

目的と し 、 調査ボーリ ング・ 標準貫入試験・ 孔内水平載荷試験及び室

内土質試験を実施し ている  

 

4.  調 査 内 容  調査ボーリ ング        28m 

標準貫入試験          28 回 

           孔内水平載荷試験          2 回 

室内土質試験              4 試料 

機材運搬                  2 日 

                   準備及び跡片づけ          1 業務 

調査孔閉塞             2 箇所 

足場仮設                  1 箇所( 平坦地 0. 3m超)  

                           1 箇所( 傾斜地 30～45°)  

給水費                    2 箇所 

搬入路伐採        10m 

資料整理と り ま と め        1 業務 

断面図等の作成          1 業務 

打合せ協議            1 業務 

          

5.  調 査 期 間   令和 3 年 11 月 27 日 ～ 令和 4 年 3 月 11 日 

 

6.  発 注 者     宇佐・ 高田・ 国東広域事務組合 施設整備課 

                    〒879-0454 大分県宇佐市大字法鏡寺 224 番地 

                    TEL 0978-33-2568    FAX 0978-33-2377 

 

7.  調 査 施 工  九州特殊土木株式会社 

                    〒879-0617 大分県豊後高田市高田 2878 

                    TEL 0978-24-1133    FAX 0978-24-1479 

管理技術者 石原 智之 

照査技術者  下田 正彦 
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表 1-1. 調査数量表                              

  No. 1 No. 2 計 

調 

査 

ボ 

Ｉ  

リ  

ン 

グ 

オ
ー
ル
コ
ア 

粘性土・ シルト  3. 8 3. 85 7. 65 

砂・ 砂質土 3. 8 3. 7 7. 5 

礫混り 土砂 1. 9 3. 3 5. 2 

軟岩 5. 5 2. 15 7. 65 

計 15. 0 13. 0 28. 0ｍ 

ノ ン

コ ア 

粘性土・ シルト  2. 7 1. 8 4. 5 

砂・ 砂質土 2. 8 3. 7 6. 5 

計 5. 5 5. 5 11. 0ｍ 

標 

準 

貫 

入 

試 

験 

粘性土・ シルト  4 4 8 

砂・ 砂質土 3 3 6 

礫混じ り 土砂 2 3 5 

軟岩 6 3 9 

計 15 13 28 回 

孔内水平載荷試験 1 1 2 回 

室内土質試験 2 2 4 試料 

運搬 資機材 2 2 日 

準備 

準備及び跡片付け 1 1 業務 

調査孔閉塞 1 1 2 箇所 

給水運搬 1 1 2 箇所 

搬入路伐採 10 10m 

仮設 足場仮設 平坦地 0. 3m超 傾斜地 30～45° 2 箇所 
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表 1-2. 主要機器材一覧表 

機器材名 形式規格 数量 

ボーリ ング機械 YBM-05 1 台 

試錐ポンプ GP-3 1 台 

エンジン NFAD-8 1 台 

ボーリ ングロ ッ ド  φ40. 5m/m( L=1, 2, 3m)  1 式 

コ アチュ ーブ 
φ66mm 

( シングル・ ダブル)  
1 式 

ケーシング φ86mm( L=1m)  1 式 

標準貫入試験器 JI S A 1219 1 式 

孔内水平載荷試験装置 応用地質 LLT 1 式 

足場単管パイ プ L=1, 2, 3m 1 式 
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第 2 章 調 査 方 法   

本調査業務の履行に当たっては、 仕様書・ 契約書によ る 他、 調査職員の指示のも と 行い、

地質調査は｢地盤調査の方法と 解説｣2)・ ｢地盤材料試験の方法と 解説｣3) に準じ て施工し ている 。 

 

2-1. 調査地点・ 基準点 

 調査地点は、 調査位置図に示す 2 箇所を選定し た。  

尚、 基準点と し ては測点 No. 4+8・ No. 5 及び KBM. 1 を使用し た。  

 

表 2-1-1. 調査地点一覧表 

調査地点・ 基準点 標高( m)  
座標 

X Y 

計画地 
B, No. 1 71. 83 68, 856. 610 63, 712. 228 

B, No. 2 70. 35 68, 851. 065 63, 730. 616 

No. 4+8 - 68, 854. 851 63, 719. 457 

No. 5 - 68, 851. 343 63, 730. 932 

KBM. 1 75. 138 - - 

 

 

 

写真 2-1-1. B, No. 1 孔付近 
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写真 2-1-2. B, No. 2 孔付近 

 

写真 2-1-3. KBM. 1 

 

写真 2-1-4. KBM( K-1 近景)
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図 2-1-1. 平面図
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2-2. 調査ボーリ ング 

本調査は、 計画箇所の土質及び岩盤性状を把握する こ と を目的と し て実施し た。  

調査ボーリ ングは、 ロ ータ リ ー式油圧型ボーリ ングマシンを使用し 、 径 66mmメ タ ルク ラ ウ  

ンシングルコ アチュ ーブ、 ダイ ヤビッ ト ダブルコ アチュ ーブを使用し た。  

尚、 孔壁は径 83mmケーシングパイ プ及び泥水を用い保護し た。  

 

図 2-2-1. ボーリ ング装置全体図 2)  
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2-3. 標準貫入試験( JI S A 1219)  

試験方法は、 下図に示す標準貫入試験用サンプラ ーをボーリ ングロ ッ ド の先端に取り 付け

所定の深度の孔底に降ろし た後に、 ロ ッ ド 上端に取付けたノ ッ キングブロ ッ ク をド ラ イ ブハ

ンマーによ り 打撃し 、ロ ッ ド を介し て先端の試験器が地中に 30cm貫入する のに要する 打撃回

数をＮ 値と する も のである 。  

 

       図 2-3-1. 標準貫入試験用サンプラ ー2)  

 

尚、 標準貫入試験は試験地盤上部が乱れている こ と を考慮し 、 始めに落下高を小さ く し て 

15cmの予備打ちを行い、 次に 30cmの本打ちを実施する 。 こ の 30cm累計回数をＮ 値と 呼ぶ。 

  

( 装置およ び器具の名称)  ( 自動・ 半自動法の落下機構)  

図 2-3-2. 標準貫入試験装置 2)
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2-4. 孔内載荷試験 

孔内載荷試験は、「 JGS 1531-2012」 によ り 実施し た。  

試験は地盤の変形特性を把握する こ と を目的と し 、 凝灰質粘土( c-Tf 層) において普通載荷

( LLT) で実施し た。  

 試験方法は、ボーリ ング孔内にゾンデ（ ゴムチュ ーブから なる 測定管） をセッ ト し た後に、

圧力水を ゾンデに送水し 、 加圧膨張さ せた時の圧力と ゾンデの膨張量の関係から 、 地盤の変

形特性と 強度特性を求める も のである 。  

 尚、 孔内水平載荷試験( LLTの試験中、 ゾンデの膨張なら びに地盤の挙動は次項の過程をた

どる 。  

 

①ゴムチュ ーブ自身の自由膨張過程で、 孔壁には接し ておら ず地盤への応力伝達はない。  

②ゴムチュ ーブが孔壁に接する 点。  

③押し 出さ れた孔壁を、 主動土圧に抗し て押し 戻す孔壁の再圧縮過程で、 地盤反力は徐々

に増大し 、 変形速度⊿Hは減少する 。  

④初期に孔壁に達し 、 地盤の静止土圧と 均衡を保つ点で、 こ の時の圧力を見掛け上の静止

土圧 P0 と みなすこ と が出来る 。  

こ の状態で地盤反力は急激に増大する 変曲線をなし 、 変形速度は最小値を示す。  

⑤受動土圧が地盤内に生ずる 載荷過程の初期直線段階で、 いわば地盤の擬似弾性変形領域

である 、 Pe～r 曲線はほぼ直線をなし 、 変形速度も ほぼ一定値を示す。  

 ⑥地盤の降伏点で Pe～r 曲線は、 直線区間を外れて右に湾曲し 、 変形速度 Pe～⊿H曲線は

明確な折点を示す。  

 ⑦地盤の流動、 変形が徐々に増大進行し 、 破壊に至る 過程。  

 ⑧地盤の破壊点。  
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図 2-4-1. 試験結果模式図 

 

○静止土圧 P0、 降伏点 Pγ、 破壊圧 Pe の決定 

  Pe～⊿H 曲線の折点と Pe～r 曲線の形状と あわせて決定さ れ、 こ れら の折点折点と し て

グラ フ から 読み取ら れる 圧力（ P0、 Pγ’ 、 Pl ’ ） から 求める 。  

 

○Km値（ 地盤係数） の算出 

  Km値は単位変位量に対する 荷重強度であり 、 図 2-6 における Pe～r 曲線（ ⑤） の変形過

程（ 直線区間） の勾配と し て定める 。  

Km=⊿P/⊿r（ kN/m3）  
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○Em値（ 変形係数） の算出 

  Em値は地盤の変形係数であり 、 測定時の土の挙動を 2 次元の変形問題と し た場合、 応力

が弾性領域内にあり 、半径方向の面に関し て平面歪の条件が満たさ れている と 仮定すれば、

次表で示さ れる 。  

   Em=（ 1+ν） rm×Km （ kN/m2）  

こ こ で ν： ポアソ ン比（ 一般には 0. 3）  

         Km： 地盤定数 

         rm： Km値算出区間の中間半径 

 

 
 

( 試験装置の基本構成図)  ( プロ ーブの例)  

図 2-4-2. 孔内水平載荷試験の例 2)  

 



2-9 
 

2-5. 室内土質試験 

土質試験は、 地盤特性( 物理的) を把握する 目的で次項の試験を実施し た。  

尚、 各試験は｢地盤材料試験の方法と 解説｣3)に準じ て行っ た。  

 

      ○ 物 理 試 験      

＊ 土 粒 子 の 密 度            ・ ・ ・  J I S A 1202  

＊ 土 の 含 水 比            ・ ・ ・  J I S A 1203  

＊ 土 の 粒 度            ・ ・ ・  J I S A 1204  

＊ 土 の 液 性 限 界  ・ ・ ・  J I S A 1205  

＊ 土 の 塑 性 限 界  ・ ・ ・  J I S A 1205 

 

○物理試験 

* 土粒子の密度 

土粒子の密度と は、 土の固体部分( 土粒子と 有機物) の単位体積当たり の平均質量であり 、

土を 構成する 土粒子群の平均的な値を意味する 。 試験内容は、 土粒子の質量と 体積を求める

こ と が主な作業である 。 土粒子の密度は、 土を 構成する 鉱物組成によ って異なる ので、 地域

的に分布する 鉱物の母材の違いが現れる 。  

 

* 土の含水比 

土の含水比は、 土塊を構成し ている 土粒子・ 水・ 空気の三要素のう ち、 水と 土粒子の質量

比を百分率で表し たも のである 。試験内容は、炉乾燥前の質量と 110℃の炉乾燥に残留する 炉

乾燥質量を求める のが主な作業である 。 含水比は、 自然状態の土と 再調整し た土によ っ てそ

れぞれ表す意味が異なり 、 前者は土の圧縮性や強度特性等と 関係し 、 後者は液性限界や塑性

限界等の値と し て利用さ れる 。  

 

 

 

 



2-10 
 

* 土の粒度 

土の粒度は、 土を構成する 土粒子径の分布状態を 全質量に対する 百分率で表し たも のをい

う 。 試験は対象粒径の範囲が広いため、 粒径 75μm 以上はふる い分析、 それ未満は沈降分析

を用いる 。 土の粒度試験の結果は、 土の分類に用いら れ、 こ れよ り 土の工学的性質の基礎的

判断が行われる 。  

 

* 液性限界試験・ 塑性限界試験 

細粒土は、含水比の多少に応じ て液体から 固体ま で状態変化し 、その量によ って軟ら かい・

中く ら い・ 硬い・ 脆い等の状態になる 。 こ のよ う な状態変化や、 変形のし やすさ を総称し て

コ ンシス テンシーと いう 。 コ ンシス テンシーの変化によ る 変移点を含水比で表し 、 それぞれ

液性限界・ 塑性限界・ 収縮限界と し 、 総称し てコ ンシス テンシー限界と いう 。 細粒土では、 粒

度組成よ り も コ ンシス テンシー限界が土の工学的性質と 密接に関係する 。こ れら の諸指数は、

土の物理的性質や力学的性質の推定にも 利用さ れている 。  



3-1 
 

第 3 章 地形・ 地質概要 

3-1. 地形概要 

 調査地は、 国東半島東側で国東市役所の北西方≒7. 5km 付近に位置する 国東市国東町東堅

来地内である 。  

国東半島は、 中央部にそびえる 両子山を中心と し 、 放射状に発達し た尾根部と 河川の開析

によ り 形成さ れ、 谷部を数多く 有する 特徴を示し ている 。  

半島全体の地形を大き く 見る と 、 緩やかな同心円状の等高線をも って中心が高ま り 、 その

中心部に両子山( 標高 721m) ・ 文殊山( 標高 641m) など のド ーム状の火山体が形成さ れている 。 

こ の緩やかな尾根は、 四方に延びて末端に近づく と その上面の平坦部は広く なり 、 果樹園

や農耕地と なる 。  

ま た、 周辺に向かって延びる 谷部の密度は小さ く 、 谷沿いには地形を 利用し たため池が多

く 分布する 。  

 

調査地のある 国東市国東町～国見町付近の地形は、 大半を山地が占め海沿いや河川に沿っ

て平野が分布する 。  

山地や丘陵地は、 両子火山よ り 派出し た尾根が放射状に広がったも のであり 、 谷およ び河

川も こ の方向に放射状をなし て延びている 。  

半島北部においては、 こ の山地や丘陵地が海岸ま で延び、 海岸部では急崖を形成する 特徴

的な地形を示し ている 。  

平野は海沿いに分布する 河成およ び海成平野と 川沿いに分布する 谷底平野や扇状地に区分

さ れる が、 両者の境界は明瞭でなく 漸移的である 。  

 尚、 河川沿いには平坦面も 見ら れる が、 範囲は限定的である 。  



3-2 
 

 

写真 3-1-1. 航空写真( S50) 1)  

今回の調査箇所は、 両子山から 延びる 尾根上に位置し ており 、 山地及び丘陵地が海岸ま で

せり 出し 急崖を形成し ている 。  

こ の尾根の縁辺部や内部の沢沿いでは、急崖が見ら れ全体に急峻な地形を形成し ている が、

尾根上は比較的平坦な地形を呈する 。  

ま た、 調査地に隣接し て流れる 堅来川等の河川流域では、 平坦な地形を呈する 谷底平野が

下流へかけてやや広範囲に発達し 、 主に宅地や耕作地と し て利用さ れている 。  

 


